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資料編
太田市の現況

１　広域的位置づけ・特徴
　本市は関東平野の北部、群馬県南東部に位置し、南に利根川、北に渡良瀬川と、二本の豊かな水量を
誇る河川に挟まれ、丘陵の自然環境に恵まれているとともに、貴重な歴史を記録し伝統文化が継承され
ている地域です。
　本市は全国的に見ても高度かつ多様な産業集積を誇る
北関東有数の工業都市であり、高いポテンシャルを有して
いる拠点都市といえます。
　平成１７年３月２８日に太田市、尾島町、新田町、藪塚本町
の１市３町が対等合併し、現在の太田市が誕生しました。人
口約２２万人の拠点都市であり、東毛地域の中核として中
心的役割を担っています。

２　自然条件・歴史的資産
　本市には、市街地北部に緑豊かな金山や八王子丘陵があり、水系では南に利根川、北に渡良瀬川の
清流もあります。市西部には、大間々扇状地があり、そこに降る雨水が多数の湧水池となって現れてい
るほか、市北西部には河川がなく、江戸時代につくられた岡登用水が貴重な水辺空間として残っていま
す。
　気候は比較的温暖で、平均気温は１３℃～１５℃となっており、四季を通じて晴天に恵まれています。ま
た夏期は気温が高く、特に梅雨明けから秋分の日頃までは、３０℃を越える蒸し暑い日が続きます。
　本市の歴史は古く、古代においては東山道駅路が通り、江戸時代には日光例幣使道や銅街道等の歴
史的な道筋が存在しています。市域には国指定史跡である天神山古墳や女体山古墳など数多くの古墳
が点在しています。このほか、新田荘遺跡、金山城跡などをはじめ多くの指定文化財が存在しています。
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３  人口動態・世帯構造
…　（１）　人口の推移

　本市の人口は、平成27年の国勢調査で219,807人になっており、前回調査（平成22年）と比較して
3,342人増加しています。これは群馬県の人口増加市町のなかで、増加が最も多かったことになりま
す。
　群馬県内では高崎市、前橋市に次ぐ県内３位の人口になっています。

表：人口の推移

（資料：国勢調査）

…　（２）　世帯及び世帯人員の推移
　平成27年の国勢調査では本市の世帯数は86,267世帯で、前回調査（平成22年）と比較して
4,830世帯増加しています。これは人口と同様に群馬県の世帯数増加市町のなかで、増加が最も多
かったことになります。
　本市の1世帯あたりの人数は、昭和60年は3.46人でしたが、平成12年は2.87人と3人を割り込
み、平成27年は2.55人まで減少しています。
　本市においても、核家族化の進行、単身世帯の増加などの要因によって、世帯数は人口の伸び以上
に増加すると予測されます。	
　今後も核家族化による高齢者のひとり暮らし世帯の増加が予測されます。

表：世帯数及び世帯人員の推移

（資料：国勢調査）
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表：年齢３分別人口の推移

表：年齢別人口ピラミッド
（左：2010年国勢調査、右：2040年国立社会保障・人口問題研究所推計）

…　（３）　年齢３区分別人口の推移
　平成27年の本市の年齢別人口構成は、年少人口（0～14歳）が31,912人（14.6％）、生産年齢人口
（15～	64歳）が133,417人（61.0％）、高齢者人口（65歳以上）が53,309人（24.4％）、年齢不詳が
1,169人です。
　平成7年に比べ、生産年齢人口の割合が低下しており、高齢者人口が上昇しています。今後も長寿化
の進展や団塊世代の高齢化により、この傾向は続くと予測されます。

2010
(平成22年)

2040
(平成52年) 増減

高齢者人口（65歳以上） 43,797人（20.3％） 61,942人（31.9％） +18,145人
生産年齢人口（15～64歳以上） 138,538人（64.4％） 108,467人（55.9％） -30,071人
年少人口（0～14歳以上） 32,943人（15.3％） 23,595人（12.2％） -9,348人

（資料：国勢調査、太田市人口ビジョン・総合戦略）

※年齢不詳を除く
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４　産業構造
…　（１）　産業３区分別の動向

　平成２７年国勢調査の結果では、第１次産業の従事者数の構成割合が３．７％、第２次産業では
３８．７％、第３次産業では５４．３％となっています。第２次産業の構成割合が他市に比較して高く（県平
均３０．８％）、工業の街としての特性を示しています。
　第１次産業の構成割合は平成１７年の５．３％に比べると減少傾向にあります。一方、第２次産業と第３
次産業の構成割合は大きな変化は見られません。

表：産業３分類別従業者割合

（資料：国勢調査）
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表：商業の事業所数と従業者数の推移

表：年間商品販売額の推移

（資料：商業統計調査、経済センサス）

（資料：商業統計調査、経済センサス）

　（２）　商業の動向
　本市の商業における事業所数および従業者数は、平成24年から平成26年にかけて減少しました。
しかし、年間商品販売額および一人当たりの年間商品販売額は平成24年から大きく増加していま
す。
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　（３）　工業・流通の動向
　本市は、内陸の工業都市として技術基盤の充実に成果を上げながら、現在、輸送機器を中心とした
県内随一、北関東においても屈指の工業集積を有し発展してきました。そのため、工業団地の建設も
進んでおり、28箇所、827.9ヘクタール（太田大泉工業団地の大泉町分、境北部工業団地の伊勢崎市
分を除く。）が建設されています。
　その中で、本市の工業における事業所数、従業者数、出荷額、一人当たり出荷額は平成21年に減少
しましたが、平成22年以降には増加に転じており、平成26には従業者数、出荷額、一人当たり出荷額
において過去10年間で最高値となっています。
　平成27年の市町村別製造品出荷額等において、本市は2兆8,837億円（県内構成比31.9％）で、全
国市区町村別順位で12位（北関東では1位）となっています。

表：事業所数と従業者数の推移

※従業員 4人以上の事務所を集計

※従業員 4人以上の事務所を集計

表：製造品出荷額等の推移

（資料：工業統計調査・経済センサス）

（資料：工業統計調査・経済センサス）
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表：工業団地造成事業…（平成 24年 10月 1日現在）

表：工業団地一覧（平成 30年 2月 27日現在）

※面積欄の（………）内数字は、他市町村にまたがる場合の総面積を表しています。
（資料：太田市資料）

面積は太田市分で、（　）内は工業団地全体の面積を表しています。
※1　37.0ヘクタール…には、伊勢崎市分34.4ヘクタールが含まれます。
※ 2　39.7 ヘクタール…には、大泉町分 13.6 ヘクタールが含まれます。

（資料：太田市資料）
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図：工業団地位置図
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５　土地利用
　本市には太田都市計画区域と藪塚都市計画区域の二つの都市計画区域が存在しています。藪塚都市
計画区域は非線引き都市計画区域ですが、平成２０年４月に住環境保全のため、特定用途制限地域の指
定を行っています。
　地目別の土地面積では、平成２４年から主に田・畑・山林が減少、宅地・雑種地が増加の傾向にあり、農
地の宅地化が進行していることがわかります。

表：市街化区域・市街化調整区域等の面積及び区域内人口の変遷

表：地目別土地面積　　　　　　　　　　　　　　　……　（単位 :k㎡）　（　　）は構成比

（資料：都市計画基礎調査）

（資料：固定資産の価格等の概要調書）

表：地目別土地面積割合
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表：太田都市計画区域の区域区分の変遷（平成 29年 1月 31日現在）

※小数点未満については切り捨て
（資料：太田市資料）
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表：住宅団地一覧（平成 24年 10月 1日現在）

６  住宅
　本市は、工業団地の造成とそれに伴う優良企業の誘致により流入人口が増加し、住宅の需要が増え
たため、住宅地整備が必要とされました。住宅団地は表の通り25箇所、約329.5ヘクタールが造成され
ています。	
　今後は核家族化、高齢化などに伴う新たな住宅需要に対応できる住宅地の整備が課題となっていま
す。特に、周辺環境整備を図り、低廉でかつ良好な公営賃貸住宅及び宅地供給に加え、老朽化した公営
住宅の改築が課題となっています。

（資料：太田市資料）



92

図：住宅団地位置図
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７　土地区画整理事業
　土地区画整理事業は、昭和15年の新興工業都市建設土地区画整理事業に始まり、高度経済成長期
の昭和40年代から本格的なスタートをしました。
　現在、事業が完了した地区は23地区、面積約1,246.3ヘクタール、施行中の地区は、東矢島、宝泉南
部、太田駅周辺、尾島東部の４地区、面積約200ヘクタールで、両者を合わせると市街化区域（4,379ヘ
クタール）の33％に上ります。今後更に、関係住民の理解と協力を得ながら未整備地区の土地区画整理
事業を推進し、生活環境の改善、良好な住宅地の供給の推進を図っております。

表：土地区画整理事業一覧（平成 27年 4月 1日現在）

面積は太田市分で、（　）内は全体の面積を表しています。
（資料：太田市資料）
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図：土地区画整理事業位置図
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８　市街地再開発事業
　　市街地総合再生計画

　本市では、太田市の「顔」とも言える太田駅南口地区（約9.6ヘクタール）の再生に向け、「太田駅南
口地区市街地総合再生計画」を策定しました。

基本目標

　「人が暮らすためのまち」
　　　「安全・安心」と暮らしに近い機能の充実を図ります

　「快適に過ごせる都市空間」
　　　「学ぶ」「働く」「遊ぶ」など快適で美しい「人が集う」空間づくりを行います

　「子どもや孫に託せる未来」
　　　持続可能な、誇れるまちを作ります

表：位置図
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９　道路・公共交通網
…　（１）　道路網の状況

　市内の道路網は、国道１７号、国道５０号、国道１２２号、国道３５４号、国道４０７号及び主要な県道が走
り、骨格道路として近隣市町及び近隣県との優れた連携機能を備えています。また市内には、北関東
自動車道が北部地域を、東毛広域幹線道路が南部地域を通過して関越自動車道、東北自動車道と接
続しており、広域の道路交通網を形成しています。北関東自動車道に新たに整備された（仮称）太田ス
マートインターチェンジは、地域の活性化に大きな役割を果たすものとして期待されています。
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図：道路網状況図



98

…　（２）　都市計画道路
　本市は昭和14年代工業都市建設のため大街路網を決定しましたが、同35年には戦災と社会情勢
の変化により道路網計画の再検討が必要となり、それまでの計画を廃止し、新たな構想のもとに新計
画が決定されました。
　その後、見直しを経て現在では、96路線、244.85km（太田都市計画で86路線、216.54km、藪塚
都市計画で8路線、27.17km、伊勢崎都市計画で2路線、1.14km）が都市計画決定され、その整備が
進められています。

表：都市計画道路整備状況（平成 27年 3月 31日現在）

（※延長距離に大泉町分は含まない）

（資料：太田市資料）
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表：太田市内バス運行状況（道路運送法４条）

（資料：地域公共交通網形成計画）

…　（３）　公共交通の状況
　本市の鉄道輸送機関として、古くから産業の発展に重要な役割を果たしてきた東武鉄道は、太田駅
を中心にして伊勢崎線とこれに接続する桐生線、小泉線とからなり、市街地をタスキ状に４分割する形
状になっています。
　一方、バス路線は市内にはシティライナーおおたで新田線、尾島線、市内循環線の３路線あり、これ
にイオンモール太田線を入れた４路線が走行しています。近隣市町と結ぶ路線は、おうらタウンバス、
広域公共バスあおぞら、朝日バス、OTA-Cityシャトル500、いせさきしコミュニティバスあおぞらの５
路線、主要都市や空港と結ぶ都市間移動路線は、７路線あります。
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…　（４）　公共交通の利用者数
　東武鉄道の乗降客数は、平成22年度から治良門橋駅を除く各駅で緩やかに増加しています。また
太田市合計の約半数がターミナル駅である太田駅が占めている状況にあります。
　市内のバスについては、シティライナーおおたとイオンモール太田線のほかに、利用者を限定した
デマンド方式の「おうかがい市バス」が市内全域を運行しており、利用者は年々増加しております。

表：東武鉄道駅別乗降客数（単位：千人）

表：「シティライナーおおた」「おうかがい市バス」利用状況

（資料：統計おおた）

（資料：統計おおた）
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表：交通量の状況

（資料：平成 27年度道路交通センサス（国土交通省））

…　（５）　自動車交通量
　本市の中心部周辺の自動車交通量は以下のような状況となっています。
12時間交通量が15,000台以上の路線は、一般国道122号、一般国道354号、一般国道407号と
なっています。
　大型車混入率が10％以上の路線も多く、一般国道122号、一般国道354号、一般国道407号につ
いては15％を超えています。
　混雑度が1.0を超えている路線も複数存在し、特に混雑度が高い路線（1.5以上）は、一般国道407
号、一般県道鳥山竜舞線となっています。
　平成22年度と平成27年度の調査結果を比較して、12時間交通量が1,000台以上増加している
路線は、一般国道122号、一般国道354号、一般国道407号、一般県道妻沼小島太田線となっていま
す。
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１０　処理施設
…　（１）　下水道

　本市では、昭和41年に市街地を中心として下水道事業に着手し、その後、平成3年に流域下水道・
西邑楽処理区に係わる区域を追加決定するとともに、平成4年には流域下水道・新田処理区に係わる
区域を追加決定し現在に至っています。
　本市の公共下水道の全体計画は、処理人口を167,487人と想定し、2,394.6ヘクタールの区域に
下水道法事業認可を受け、整備を進めています。

表：太田市下水道事業計画（平成 27年 3月 31日現在）

表：汚物処理場の概要

（資料：太田市資料）

（資料：太田市資料）

…　（２）　汚物処理場
　本市においては、平成元年4月14日、汚物処理施設として新田クリーンセンターを都市計画決定い
たしました。1日あたり46klの処理能力を有する汚物処理場として、新田西部工業団地内（新田下田
中町地内）に整備され、平成３年より稼動しています。
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図：公共下水道計画一般図
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１１  公園・緑地
　　都市計画公園・緑地・墓園

　公園・緑地は都市に良好な風致や景観をそなえた快適な環境をつくり、自然とのふれあいを通じて
心身ともに豊かな人間形成に寄与する極めて重要な役割を果たします。さらに、スポーツ・レクリエ－
ションの場、避難地・避難路、公害・災害の防止・緩和など都市防災空間として、安全で快適な都市生活
を営むうえで必要不可欠な施設です。
　本市では、公園101箇所、227.99ヘクタール（太田都市計画で100箇所、223.59ヘクタール、藪
塚都市計画で1箇所、4.4ヘクタール）、緑地7箇所、137.75ヘクタール（太田都市計画）、墓園1箇所、
17.3ヘクタール（太田都市計画）が、それぞれ都市計画決定されています。

表：都市計画公園・緑地・墓園整備状況…（平成 28年 10月 1日現在）

○公園の名称と主たる目的

（資料：太田市資料）
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図：公園緑地位置図
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１２　風致・景観
…　（１）　風致地区

　風致地区は、良好な自然環境を維持・保全し、自然美豊かな景勝を保護・増進するため、自然的・歴
史的要素に富んだ地域、または樹林に富んだ住宅地等で指定されます。
　この地区内では、自然的な景観と建築物や宅地造成などの調和を図るため、市条例（太田市風致地
区内における建築等の規制に関する条例）により、建築物の建築、宅地の造成、土石の採取、木竹の伐
採、水面の埋め立て又は干拓、建築物の外装の色彩の変更、土石等の堆積などをしようとする場合は
規制があります。

風致地区内における主な建築制限

•	 建ぺい率：40％以下	
•	 高さ制限：15m以下	
•	 壁面後退：道路境界から2m以上、その他の部分から1m以上	
•	 建築物の形態・意匠・色彩：周辺の区域における風致と調和すること	
•	 その他：風致の維持に必要な植栽を行うこと（緑化率・緑地率10％以上）

表：風致地区の決定・変更状況

（資料：太田市資料）

…　（２）　景観
　本市の景観は、土地利用の特性が表れた景観、まとまった自然や丘陵・河川などの地形がおりなす
景観、古代から受け継がれてきた歴史・文化景観、四季折々のまつりやイベント、年中行事など人々の
暮らしがおりなす景観などにより重層的に形成されています。これらの景観を土地利用の内容や本市
の魅力ある景観づくりに資する地域資源（以下「景観資源」という。）の分布状況から11種類の景観類
型に整理します。
　田園景観、住宅地景観、商業地景観及び工業地景観は、土地利用に基づく面的な広がりを持ち、
日々の暮らしの積み重ねが表れた景観になっています。また、その他の景観類型は、市内に分布する
景観資源により形成され、本市を特徴づける景観となっています。さらに、それらが集積して、歴史・文
化景観資源のまとまり、水辺景観資源のまとまりを持った地域が見られます。
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（資料：太田市景観計画）

表：景観類型の分類
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図：本市の景観構造



資
料
編

109

１３　法規制
　　地区計画

　地区計画は、一体的に整備および保全を図るべき地区について、道路・公園などの配置・規模計画
や、建築物の形態・用途・高さ・壁面位置・敷地の規模などを地区のきめ細かいルールとして、住民参加
によって定めるものです。これは、開発行為・建築行為等を誘導・規制することにより、地区の特性にふ
さわしい態様を備えた良好な市街地の整備および保全する計画です。

（資料：太田市資料）

表：太田市の地区計画（平成 29年 3月 24日時点）
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図：地区計画箇所図


